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会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましょう

　　（昭和41年4月1日制定）
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水
の
た
い
せ
つ
さ
は
、
い
ま
さ
ら
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
水
道
の

水
が
止
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は

即
座
に
マ
ヒ
し
ま
す
。
家
庭
で
、
学
校

で
、
病
院
で
、
工
場
で
ー
い
た
る
と

こ
ろ
で
立
ち
往
生
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
半
面
、
私
た
ち
は
水
道
の

便
利
さ
に
慣
れ
て
、
や
や
も
す
る
と
、

ふ
だ
ん
は
水
の
あ
り
が
た
み
を
そ
れ
ほ

ど
感
じ
な
い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
六
月
一
日
か
ら
七
日
は
、
“
水

道
週
間
”
で
す
。
こ
の
機
会
に
い
ま
一

度
、
暮
ら
し
の
中
の
水
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
地
球
上
の
水
の
約
九
十
七
督
は

海
水
で
、
淡
水
つ
ま
り
真
水
は
わ
ず
か

に
三
智
。
し
か
も
、
こ
の
真
水
の
約
七

割
は
南
極
と
北
極
の
氷
だ
と
い
い
ま
す

か
ら
、
私
た
ち
が
生
活
用
水
と
し
て
使

え
る
川
な
ど
の
水
は
、
全
体
の
一
榔
弱

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
の
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ

で
も
き
れ
い
な
飲
み
水
が
出
て
き
ま

す
。
こ
の
便
利
さ
に
慣
れ
て
、
私
た
ち

は
、
ふ
だ
ん
の
水
の
た
い
せ
つ
さ
を
忘

れ
が
ち
で
す
が
、
雨
水
に
始
ま
っ
て
家

庭
の
じ
ゃ
口
に
至
る
“
水
の
旅
”
は
、

多
く
の
人
の
力
と
多
額
の
費
用
を
要
す

る
設
備
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

雨
や
雪
な
ど
の
降
水
量
は
季
節
に
よ
っ

て
ち
が
い
、
そ
の
上
、
河
川
は
延
長
が

短
か
く
傾
斜
が
急
な
た
め
、
降
っ
た
雨

も
す
ぐ
海
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
一
年
を
通
じ
て
毎
日
平
均
し
て

使
う
“
生
活
の
水
”
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
水
を
た
め
て
お
く
ダ

ム
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
雨
水
を
水
道

に
変
え
る
1
水
づ
く
り
は
こ
う
し
て

始
ま
る
の
で
す
。
ダ
ム
の
水
は
浄
水
場

に
運
ば
れ
、
き
れ
い
な
水
に
加
工
さ
れ

私
た
ち
の
家
庭
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

ま
さ
に
、
水
は
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
。
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さ
て
、
今
度
は
ゴ
ミ
の
お
話
。

　
来
1
1
充
H
か
、
b
卜
百
ま
で

卿
は
環
境
週
間
で
す
。

勲
　
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ

．
ミ
の
量
は
、
年
々
、
増
え
る
．

｝
方
で
す
。
い
ま
や
“
ゴ
ミ
戦
争
”

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
膨
大
な

ゴ
ミ
の
量
と
処
理
費
用
の
増
大

齢

は
財
政
的
に
も
深
刻
化
す
る
一

方
で
す
。
ま
た
、
山
や
海
な
ど

の
自
然
も
、
ゴ
ミ
公
害
に
泣
い

・
て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

鼎
む
人
た
ち
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
、

鼎
聯
貴
重
な
自
然
を
痛
め
つ
け
て
い

轍
る
の
で
す
。

濡
磯
麟
樋

鷲
籠
藤
助

い
し
、
新
鮮
な
空
気
を
胸
を

鱒
離
繹
翻
案

れ
た
山
や
海
が
ゴ
ミ
だ
ら

け
、
空
き
か
ん
だ
ら
け
で
は
、

轍
楽
し
い
気
持
ち
も
す
っ
か
り
さ

め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
家
庭
の
な
か
で
は
き

れ
い
好
き
で
も
、
一
た
ん
外
に

出
る
と
、
と
た
ん
に
〃
ゴ
ミ
無

関
心
派
”
に
な
っ
て
し
ま
う
人

｛
は
・
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。

齢
“
私
一
人
ぐ
ら
い
は
…
：
ノ
．
と

い
う
気
持
ち
か
ら
・
つ
い
ゴ
ミ

を
ポ
イ
と
捨
て
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
積
も
っ
て
ゴ
ミ
の
山
…

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

轍
　
家
庭
で
出
る
〃
生
活
ゴ
ミ
”

は
、
一
H
平
均
約
一
キ
ロ
と
い
　

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
て
観
光
地
の
ゴ
ミ

は
、
天
当
た
り
約
五
長
グ
一
フ
｝

ム
。
家
庭
の
ゴ
ミ
の
二
十
分
の
備

一
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
、
人
が

た
く
さ
ん
集
ま
る
と
、
膨
大
な
齢

量
に
ふ
く
れ
あ
が
る
の
で
す
。
｝

　
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
ゴ
ミ

の
あ
つ
か
い
に
つ
い
て
、
ま
ず
瀞

親
が
r
ど
も
た
ち
に
兄
本
を
．
小
脚

し
ま
し
ょ
う
。
。
　
　
　
　
　
聯

出
た
ゴ
、
、
、
は
必
ず
ま
と
め
エ

　
　
ゴ
ミ
箱
へ
。
空
き
か
ん
は
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

指
定
の
場
所
に
捨
て
る
こ
轍

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
…

自
然
は
み
ん
な
の
憩
い
　

の
場
所
。
一
人
一
人
の
心
…

が
け
で
、
き
れ
い
に
し
た
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲

い
も
の
で
す
。

　
ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
汚
い

も
の
、
臭
い
も
の
ー
な

と
と
し
う
イ
メ
ー
シ
カ
す
静

ぐ
浮
か
び
ま
す
が
、
全
部
齢

が
全
部
そ
う
で
は
あ
り
ま
轍

せ
ん
。
ゴ
ミ
の
中
身
を
分
析
し
勲

て
み
ま
す
と
ー
。
　
一
般
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
約
半
分
は
台

所
な
ど
の
生
ゴ
ミ
で
す
が
、
残
謄

り
の
半
分
は
、
資
源
と
し
て
再

利
川
で
き
る
新
聞
紙
や
古
雑
誌

な
ど
の
紙
類
、
空
き
か
ん
類
、
び

ん
類
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
〃
資

源
”
は
、
元
は
と
い
え
ば
、
ほ
よ

ん
ど
が
輸
人
，
こ
の
よ
う
な
”
芝

入
資
源
〃
を
．
回
使
。
た
き
り
よ

捨
て
て
し
ま
う
の
は
、
も
っ
た
い
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

な
い
話
で
ま
さ
に
資
源
の
ム
ダ
轍

つ
か
い
で
す
・
　
　
　
｝

轍
難
o
－
l
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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〈図1＞これだけはいって

財政事情の公表

緯購蝋鱗繋警

国庫支出金

2，856，185千円

30．7％

市　　税

　
　
借
金
が
十
六
億
円

　
こ
の
よ
う
に
、
当
初
に
比
較
し
て

現
在
は
一
．
ヒ
億
互
f
．
．
．
白
九
月
九
万

．
．
．
下
前
（
．
．
卜
．
．
．
・
．
．
旨
）
の
追
加

補
．
止
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内

2，402，700千円

9，294，993干円

歳入
　100％

25．9％

［⇒

市　　偵

　1，682，703千円

　　18．1％

［＝＝＝＝］ド｛主三目オ源

□依存財源 ｫ
商一L費
166，242下畠FJ

　l．8％

地方交付税

　1，391，245千円

　15．0％

諸収入
186，385r円

2．0％

53年度下半期

　
昭
和
κ
卜
．
．
．
年
度
f
算
に
つ
い
て

は
、
昨
年
f
r
．
月
の
広
報
紙
で
、
九

月
補
正
ま
で
の
概
要
を
お
し
ら
せ
し

ま
し
た
の
で
、
今
同
は
ト
月
、
卜
．
．

1
1
、
．
．
月
、
．
．
．
月
と
四
回
転
わ
た
り

行
わ
れ
た
補
．
止
．
1
．
算
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
甫
．
ト
よ
、
卜
1
．
」
．
f
h
、

　
妻
「
　
1
一
　
　
　
　
　
　
，
　
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ト
八
万
六
下
円
、
卜
．
．
月
に

ト
音
〕
し
五
一
．
だ
日
川
．
卜
．
互
．
〃
川
－

r
り
、
．
．
月
に
百
八
万
ヒ
f

円
、
そ
し
て
．
．
．
月
に
．
、
．
増
し

r
六
百
四
レ
互
万
．
r
円
と
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
昭
和
κ
卜
．
．
．

年
・
度
．
般
会
計
の
現
在
．
r
算

額
は
総
額
九
卜
、
．
億
九
r
四

曾
1
し
　
齢
　
し
6
」
9
曾
9
　
．
　
一

－
ー
ノ
ー
ノ
ノ

　
そ
の
・
内
容
は
、
つ
ぎ
の
図

．
．
．
の
と
お
り
で
す
。

たしまれわ使，
つ

こ　2曳く

τ
F
と
な
り
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
．
～
図

分担金及び、

　負担金
159，677千円

　1．7％

　　　　　　　その他

〈図3＞

議会費122，885千円1．3％

　　　　　　　その他

その他

156，040千円

　　1．6％

　155，920千円

　　1．1％

勺自

投

資　　3，772，191下人

　　　40．5％

県支出金

304，138千円

3．3％

190，493r・111

　2．0％

普通建設事業費
3，619，399予円

消防費
271，660千FJ

　2．9％

　　　　衛生費
　　　　527，714

　　　　　f・円
　　公卿　5．7％
　　582・709Fμ

　　　6，3θ∂

　農林水産業費
　　586，357下’μ1

　6・3レ！
　　総　務　費
　　987，712f’Fj

　　　10，6％

土　木　費

9，294，993千円

歳出
　100％

2，282，910．下しFLI

24．6％

災害復旧事業費
　40，604千円

経
　失業対策事業費
　　112，188千円

日

義

　　　　　　務4，280，010千円

　46．1％

9，294，993千円

歳出
　100％

人　件　費
1，961，417千円

勺白

扶助　費
　　　　　　経1，737，053千円

　　1，242，792公債費

　　　　f・Ill　581，540千円

　　13．4％　　　　　　　　費

　物件費・補助費

　貸付金など
砺勉の行雌

現
在
予
算
額
は

　
九
十
一
一
億
円

容
を
見
ま
す
と
、
歳
入
で
は
、
自
髭

財
源
の
伸
び
が
．
．
．
億
六
千
八
百
ヒ
ト

L
万
．
．
∵
卜
円
（
胴
乱
・
荏
厭
し
に
対

し
、
依
存
財
源
卜
．
．
．
億
八
r
四
百
一
．

卜
．
．
万
円
（
ニ
レ
ヒ
・
し
旨
）
と
、

昭
和
．
互
ト
一
．
、
年
度
．
卜
半
期
（
．
κ
－
．
．
．
．
年
卜
1
1
～
．
互
卜

四
年
．
、
、
月
）
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
財
政
事
情
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
財

政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
年
．
．
回
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

1几lll召う

年和か市
　　　c’の

台
所
は
ど
の
よ
・
・
7
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
」

　
こ
こ
に
お
し
ら
せ
す
る
　
〃
κ
卜
．
一
．
年
度
．
卜
半
期
財

政
公
表
”
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
に
密
接
な
つ
な
が

り
を
も
つ
κ
万
L
r
市
民
の
家
計
簿
で
す
。
こ
と

し
．
．
．
月
、
四
月
に
お
し
ら
せ
し
た
「
昭
和
五
卜
四
年

度
施
政
方
針
」
と
あ
わ
せ
、
も
う
．
度
、
市
の
P
算

・
財
政
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
家
族
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．

務
的
経
費
（
人

柱
費
）
が
、
全

と
、
当
初
予
算

に
比
べ
て
、
r

算
額
で
は
．
一
億

L
ハ
千
開
n
ズ
日
」
ハ
L
l

万
一
千
円
増
加

し
た
も
の
の
、

構
成
比
で
は
ヒ

・
．
．
旨
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
も

川
ト
し
・
L
＞
－
．

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ト
ー

増
加
し
て
い
ま

す
が
こ
れ
は
景

気
浮
牛
車
に
よ

る
公
共
事
業
推

進
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
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0
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億
円

依
然
と
し
て
市
財
政
が
国
・
県
や
借

金
に
依
存
し
、
そ
の
度
合
い
も
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
．
ゴ
．
賑
う
ま
で
も
な
く
自
鋭
財
源
の
お

も
な
も
の
は
市
税
で
あ
り
、
市
税
が

全
体
の
．
．
1
，
琵
・
九
㍑
の
構
成
比
を

占
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
依
存
財

源
中
・
、
市
債
（
市
の
借
金
）
の
占
め

る
馴
合
は
ト
八
・
．
旨
に
も
な
っ
て

お
り
、
借
金
財
政
に
よ
り
い
ろ
い
ろ

な
市
の
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
は
義
務
的
経
費
（
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
が
、
全

体
の
四
丁
六
・
∵
口
と
、
当
初
予
算

　
以
し
が
昭
和
五
レ
三
年
度
現
在
f

算
の
概
要
で
す
が
、
投
資
的
経
費
、

つ
ま
り
各
種
事
業
が
増
大
し
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
の
一
部
を

実
現
で
き
た
も
の
の
、
歳
人
面
で
は

な
お
不
安
定
な
要
素
を
含
ん
で
い
ま

す
。
こ
ん
こ
も
財
政
に
応
じ
た
事
業

の
選
択
、
各
種
行
政
経
費
の
節
約
な

ど
に
対
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
つ
ぎ
に
、
市
民
の

接
、
間
接
納
付
さ
れ

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
昭
和
．
互
卜
．
．
．
年
度

．
．
三
川
意
、
．
写
し
ト

を
前
年
度
と
比
較
し

「
几
ト
八
．
白
．
。
：
〃
．
互
」
一

円ま万現　るみ
です円在　rlfな
’とでr　税さ
約”算　にん
ト　　ニ　こ　額　　　！）　カご

四億れは　い直

市
税
の
状
況
と

　
　
　
特
別
会
計

暦
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

税
目
ご
と
に
比
較
す
る
と
図
四
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
図
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、

固
定
臨
席
税
の
伸
び
よ
り
市
民
税
の

伸
び
が
大
き
く
、
つ
ぎ
に
た
ば
こ
消

費
税
、
電
気
税
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

つ
ぎ
に
、
各
特
別
会
計
の
補
正
状

況
は
表
一
の
と
お
り
で
す
。

▲補正予算のおもなもの

農業用水路災害復旧事業費……・…………・・…8，436刊ll

文書庫新設工事…・………………………一…・1，500

児童遊園地整備工事…………・…………………3，589

日向地区斎場東郷霊苑建設事業……………△4，496

米の山不然物取工場えん提工事…………．……2，500

第2次農業構造改善事業……………・…・・…△10，498

秋留地区ほ場整備事業………………・・……一3，328

農道舗装事業………・………・……………・…△3，182

農道整備事業………………・…・一……………37，501

累営林道開設事業負担金………………・・…・…1，936

林道改良事業………………・・…………・………　1，284

地方施設改善整備事業…………一…・・……△75，470

臨時市町村道整備事業………………・…・…・…27，660

辺地対策事業……・…………・・………………△10，700

細島線踏切拡幅工事・………・…・………………3，100

県営港湾事業負担金……………・・……・………6，600

曽根土地区画整理事業……………・…・…・…123，000

亀崎土地区画整理事業………・………・・………60，000

中原橋新設事業…………・…・…………・……135，000

財光寺・仙ケ崎通線改良事業………・………・・50，000

都市下水路事業………………・…・…・………150，200

大王谷公園事業……………・♂・・一………・…130，000

小倉ケ浜地区公園事業…・……………・・………95，000

財光寺南小学校建設事業……………………136，419

各小中学校整備工事……∵・………・・…一……42，242

市道等災害復旧事：業……………………………1，087

墓地改葬事業…………………………………△1，734

ごみ収集車購入費………………・・……………・2，573

県営広域農道整備事業負担金・…・…・……一・・10，384

用排水路整備事業………………・………∴…△9，482

種豚増殖センター設置事業補助金……………7，046

漁業振興対策事業補助金………………・・…・…7，238

財光寺・仙ケ崎通線改良事業負損金…………2，500

寺迫地区体育館建設事業補助金………………3，000
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当
初
予
算

　
　
前
年
度
よ
り
七
％
増

　
そ
れ
て
は
、
昭
和
h
一
四
臼
度
の

f
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

ょ
う
。
当
初
f
算
に
つ
い
て
は
先
月

刈
り
の
〃
広
報
ひ
ゆ
う
が
”
で
ハ
項
目

に
分
け
て
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

昭
和
1
ー
ー
四
年
度
r
算
は
前
口
度
に

比
較
し
て
力
億
六
丁
乃
円
L
・
四
ー
ト

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
図
ハ
・
六
を

．
」
ら
ん
く
だ
さ
い
、

　
ま
す
、
市
の
収
入
（
歳
入
）
の
内

訳
を
児
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
巾
収
入
の
中
で
は
、
何
と
い
り
て

も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
・
巾
税
か
全
体
の
　
ト

・
　
し
し
　
　
i
1
1
億
　
イ
L
白
し
一

九
柔
し
丁
円
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
」
カ
・
父
付
税
　
（
卜
　
　
倍
山
．
．
で
］
八
白
乃

円
V
と
い
う
の
か
あ
り
ま
す
か
、
こ

れ
は
国
か
国
税
の
　
四
割
八
口
を
、
・
巾

の
財
政
事
楯
に
よ
っ
て
配
分
す
る
も

の
て
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

は
巾
が
事
業
を
ノ
向
う
場
合
に
、
国
や

県
が
負
抽
金
や
補
助
金
の
名
目
で
、

事
業
費
の
　
部
を
助
成
す
る
も
の
で

づ
か
、
双
・
カ
で
全
体
の
　
一
一
．
：
ハ

佳
一
（
　
一
』
ハ
億
㎜
口
工
1
．
白
九
L
「
九
力
力

f
円
）
を
1
2
口
め
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
事
業
の
財
源
に
あ
て
る

た
め
の
巾
の
侶
金
て
、
ム
ー
四
向
度

は
一
億
四
T
九
白
」
一
乃
四
丁
円
を

借
り
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
斗
掻
川
で
は
、
主
務
費
か
前
向

度
に
比
へ
る
と
　
ト
九
：
ハ
ト
の
増

で
、
九
回
　
丁
　
白
し
一
　
乃
　
丁

円
に
な
，
て
い
ま
オ
か
、
こ
の
中
に

は
秋
に
開
催
さ
れ
る
“
日
本
の
ふ
る

さ
と
宮
崎
国
体
”
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ス

ケ
ノ
ト
競
技
の
必
要
怒
費
か
、
そ
の

お
も
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
4
費
は
、
全
体
の
　
一
。
七
・
四

卜
（
．
．
i
　
億
．
イ
八
白
1
1
」
一
九
万

　
T
円
）
を
占
め
、
老
人
対
策
費
を

は
し
め
児
帝
鼻
祖
費
、
4
活
保
護
直

な
と
、
村
会
鍬
初
の
充
阪
の
た
め
の

怒
費
て
づ
、

「 f｝Ill・1

Il召不053fl　l陵之牛1レノilゴ｝IIl紺Illじ1）♪i人イシ己＜表1＞

Wl　9月木
kτ11一吝白 1一コ批

ﾄ月　噛　　　　　　　　　　　

姐、lld喋 625，～65
1

△1〔〕，599 bO8，7〔｝6

1it礪略特 25，｛125
△δ，｛印 16，975

貸伊牒
東lll，学721地1ズlltir

@　　　蜘1円喋
1L591 5，166 2〔｝，l157

曽根凹凹一山1

@　　　整朗諜
～0，128 5，2〔1〔｝

う5，；28

卜小　心　1，業 22Lo17 90，1川 77，1il ～88，178

国民i淋保険牒 1，157，618 17，77｛l

@　　　　l

〔）7，891 12B，279

　
こ
れ
に
対
し
て
、
L
本
費
か
琉
年

度
と
比
へ
て
減
っ
て
い
る
の
は
、
都

巾
d
画
費
か
お
も
な
も
の
て
づ
か
、

こ
れ
は
曽
根
i
地
区
山
整
理
事
業
の

人
部
分
か
終
ゴ
し
た
こ
と
と
、
中
原

梧
の
完
成
、
人
一
谷
公
園
肇
業
の

従
五
位
勲
四
等
・
名
誉
市
民

　　

@　

@
青
木
市
蔵
氏
逝
く

　
斜
向
巾
名
誉
巾
民
（
初
へ
巾
議
会

議
長
）
の
み
木
－
堅
蔵
氏
が
、
四
月
、

一
八
1
1
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
八
－

歳
で
し
た
。

　
霊
月
布
巾
黒
氏
は
、
明
冶
　
一
九
向

．
月
　
i
九
U
、
巾
内
人
了
日
知
屋

堀
一
方
に
4
ま
れ
、
明
冶
四
－
　
向

筥
尚
尋
徳
高
評
小
．
～
校
を
卒
業
後
、

人
d
一
四
向
1
1
月
、
日
向
巾
の
前
身

て
あ
る
偽
蘭
岡
議
会
議
員
に
当
選
、

”
禾
九
期
　
i
八
窺
闇
と
い
う
議
員

歴
の
中
て
、
昭
和
　
一
　
臼
1
1
1
一
か

ら
は
、
目
向
↓
叩
の
前
身
で
あ
る
笛
島

町
議
会
議
長
、
昭
和
　
一
六
向
の
日

向
市
誕
弓
の
初
へ
・
　
代
議
長
と
な

り
、
長
島
町
貼
代
か
ら
通
算
し
て
、

議
八
ム
議
長
連
紅
　
期
一
　
向
の
問
、

地
方
自
冶
の
遭
展
に
尽
ヵ
さ
れ
、
現
呑

の
日
向
市
の
礎
を
築
か
れ
た
の
て
づ
。

　
凹
…
和
　

L
一
・
ハ
勾
㎜
口
月
　
　
日
、
　
目
へ
司

巾
は
、
東
旧
柏
郡
富
島
岡
と
岩
脇
村

の
八
ロ
併
に
よ
り
誕
4
し
ま
し
た
か
、

氏
は
富
島
町
議
会
議
長
と
し
て
、
富

島
岡
・
岩
脇
村
八
口
併
の
人
現
に
向
け

て
、
先
頭
に
ヶ
っ
て
運
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
細
島
港
に
隣
接
つ
る
竹
島

地
区
を
、
1
業
団
地
化
3
へ
き
と
捉

拝
し
、
昭
和
一
し
向
し
月
、
細
島
臨

海
一
業
地
帯
の
造
成
i
事
は
早
期
完

成
を
め
さ
し
て
着
i
さ
れ
た
の
て
一
。

　
こ
の
と
き
日
向
巾
は
、
造
成
さ
れ

た
臨
海
一
業
地
帯
に
　
口
も
早
く
1

場
の
誘
致
を
一
と
連
動
を
展
開
寸

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
、
氏
は
ま

づ
、
こ
の
連
動
の
展
開
は
議
会
に
一

場
誘
致
特
別
委
員
会
を
つ
く
り
、
一

丸
と
な
っ
た
拍
回
訓
動
を
し
な
け
れ

ば
、
．
助
期
の
目
標
を
達
成
て
き
な
い

と
強
く
i
張
し
、
ま
た
、
農
地
　
白

し
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
供
給
す
る
川
小

擁
保
の
た
め
、
月
川
か
ら
の
、
か
ん

か
い
川
水
路
造
成
に
全
力
を
、
4
1
き
、

巾
議
八
ム
に
か
ん
か
い
川
水
路
対
策
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
白
ら
委
員
長

と
な
り
、
そ
の
人
現
に
多
人
の
貞
献

を
さ
れ
る
な
と
、
そ
の
先
駆
者
と
し

て
の
業
紡
は
数
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
弓
⊂

　
こ
う
し
た
数
々
の
業
結
に
対
し
て

昭
和
四
一
六
向
四
月
に
「
日
’
岡
市
名

誉
巾
民
」
の
称
日
々
か
贈
ら
れ
た
の
て

す
。
こ
の
ほ
か
、
水
向
調
件
委
員
と

し
て
の
表
彰
、
多
向
保
護
司
と
し
て

の
入
彰
、
明
村
八
口
併
に
よ
る
自
冶
砧

ヴ
功
万
人
彰
、
そ
し
て
昭
和
　
ー
ヒ

向
に
蓋
綬
褒
亭
、
ま
た
昭
和
四
一
．

向
に
は
勲
四
篤
五
三
亭
を
受
亭
オ
る

な
と
、
数
多
く
の
草
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

部
完
成
に
風
な
う
微
額
の
も
の
。

　
教
ム
官
費
（
一
四
倍
山
・
ハ
下
し
白
ハ

撃
力
下
円
）
は
、
端
書
屋
東
小
．
f

校
の
増
築
事
業
と
同
校
お
よ
ひ
財

光
寺
南
小
．
～
校
の
屋
内
連
動
場
粒

設
、
財
光
i
T
南
小
．
r
校
の
フ
ー
ル

新
設
、
．
～
校
給
食
H
ハ
同
調
理
場
、

お
倉
ケ
浜
黙
黙
広
場
昭
n
明
施
設
な

と
の
事
業
か
お
も
な
も
の
て
づ
。

下
水
道
事
業
を
本
格
的
に

　
U
i
か
昭
和
h
一
四
り
度
　
般

八
ム
一
当
初
r
算
の
概
要
て
一
か
、

つ
き
に
牡
別
ヘ
ム
司
に
つ
い
ぐ
こ
．
況

り
し
ま
し
一
）
、

　
人
　
の
よ
）
し
、
鵠
別
ヘ
ム
一
て

は
、
卜
水
道
事
業
に
本
格
的
に
取

り
剰
む
こ
と
に
な
り
　
h
一
　
負

度
の
　
倍
の
．
r
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
民
健
康
保
険
事
業
も
向
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分区

　
　
　
　
艶

　
飼
w
4
　
　
掌
レ

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　

Ψ
♪
㌧
付
区
理
整
掌

雪
吊
貸
地
臨
画
卜

t
負
　
－
　
区
1
1

一
簿
　
　
）
一
　
　
銃
　
1

一
　
し
　
　
　
一
甲
　
　
艮

ク
　
一
　
　
　
　
聞
　
　
　
　
「
筆

「fl上、i5…骨「｝｝↑L†FI；？　 1トマ

々
増
人
し
て
お

り
狛
一
簗
．
一
q

　
　
　
ノ
ぱ
　
ノ
く
　
　
　
　
ト

比
へ
1
六
・
観

九
宅
増
・
て
善

い
ま
一
。
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
円
他

議会費
1う3，327下

　「・その

費民

2，218，593千円

、274％

6＞〈図

商1費
169，224TIII　2

消防費一
273，756下FI

34％ノ

7歳出総額’

8，102，000千円

L100％　　ノ

lll　21％

謙
癖』遡
521，148千円　1

　64％／

5＞

総務費
923，733千円

　　　　　土木費
　114％
　　　　　1，253，799

　　　　　　　　千円
　　　　　155％

教育費
1，467，055千円

晩ノ

その他317，802＝F円

．＿39％

市税 @＼
　2，537，797千円

〈図

28％
諸収入一
226，702千F

　県支出｛
　313，190

　　39％

　
　
円

円
金
肝

市　債
LO49，704千円

　130％

地方交付税
1，328，000

　　　千円

鰭

　　　　　31．3％

歳入総額
8，102，000千円

　100％

　　　　　　＼

国庫支出金
　2，328，805千円1

　　28．7％　　∠

カ
ノ
ー
　
　
1
」
で
ト
と

い
う
糺
果
で
し
た
。

ま
た
、
目
上
巾
の
こ
ん

こ
四
向
間
の
政
冶
に
た

づ
さ
わ
る
議
員
を
選

ぶ
選
挙
は
、
四
月
一

日
に
仏
小
、
四
1
1
　
－

　
H
に
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
こ
の
選
挙
の

投
票
率
は
八
」
1
八
・
六

．
｝
ト
で
、
前
回
に
比
へ

て
　
・
九
．
曼
－
低
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
選
後
初
め
て
の
市

　
統
　
地
方
選
挙
の
第
　
弾
と

い
わ
れ
る
県
知
事
と
県
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
は
、
四
月
八
日

～
前
ヒ
時
か
ら
．
「
後
六
時
ま
で
、

・
直
壁
　
一
　
か
．
助
の
投
票
所
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〈
，
回
の
選
￥
の
投
票
擦
は
、

旧
軍
隔
川
魚
r
選
W
T
が
八
1
　
　
・
－
ハ
O

t
、
県
議
会
議
員
送
挙

　
又
　
　
　
」
　
　
　
　
！
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
「

集
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
四
議
案
の
審
…
議
と
議
会
構
成

を
豹
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
新
議
長
に
日
高

辻
占
氏
【
覧
歳
、
、
新
し
い
副

議
長
に
　
樹
光
男
氏
〔
瀦
歳
）

か
迦
臼
さ
れ
ま
し
た

　
市
長
か
ら
捉
出
さ
れ
た
四
議

　
　
　
案
は
人
事
案
桝
．
伺
、

　
　
　
　
．
ト
生
」

重肇澤肇塑優車繊会．：二

面叔に日高氏、副1議長に三樹氏

1
彗
気
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
か
　
門
、
昭

和
1
1
一
四
向
度
　
般
会

d
補
1
1
r
算
朔
で
し

た
。　

人
事
触
込
は
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
を
選

仔
す
る
も
の
で
、
新
し

く
柏
田
利
彦
氏
（
岨
歳
）

か
決
ま
り
ま
し
た
。

i
事
請
負
契
約
は
、
材

光
寺
南
小
と
日
知
屋
東

小
に
屋
内
連
動
場
（
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

〆

議
会
（
臨
時
会
）
は
前
議
員
の
　
　
雫
外
建
て
、
丁
白
八
一
八
宇
方
冒
　

同
期
明
け
の
五
1
1
十
四
日
に
招
　
　
を
建
設
つ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

吾
N
蛤
ミ

H高議長

壕
ボ

　
衝
　
＼

ぐ

へ翼’
7樹副議長

弾
力
性
に
と
ぼ
し
い

歳
出
予
算

　
か
っ
て
な
い
小
況
に
児
舞
わ
れ
、

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
回
復
の
き

さ
し
か
見
ら
れ
は
し
め
た
も
の
の
、

延
岡
．
H
向
と
も
不
況
地
域
に
指
定

さ
れ
、
地
域
的
に
は
ま
だ
ま
た
憂
慮

さ
れ
ま
寸
。

　
昭
和
h
f
　
向
側
、
1
1
一
四
勾
度

r
算
と
も
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
ま
し

た
よ
う
に
、
歳
入
に
お
い
て
は
自
一

財
源
、
な
か
で
も
・
巾
税
に
つ
い
て
は

歳
入
総
額
の
　
I
－
前
後
と
い
う
き

ひ
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
寸
。

　
　
力
歳
出
で
は
、
カ
ー
↑
－
前
後
が

義
務
的
怒
費
と
な
，
て
お
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
要
求
一
る
各
種
の
事

業
に
対
応
で
き
る
弾
力
桝
に
乏
し
い

こ
と
を
こ
理
解
願
い
た
い
と
川
し
い
ま

寸
。　

H
向
市
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
弓

か
し
な
が
ら
近
へ
都
弗
と
し
て
の
整

備
、
農
一
併
進
と
い
う
調
和
の
と
れ

た
κ
業
の
振
興
、
た
れ
も
が
健
康
て

4
き
が
い
を
も
て
る
あ
た
た
か
い
社

会
福
袖
、
豊
か
な
心
と
づ
く
れ
た
知

個
を
め
さ
し
た
教
育
の
振
興
、
明
る

く
健
康
な
4
活
を
黒
む
た
め
の
健
康

つ
く
り
な
と
、
1
1
つ
の
濃
き
な
目
標

を
実
員
づ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す

か
、
そ
の
た
め
に
は
開
聞
の
み
な
さ

ん
の
協
力
か
必
要
て
す
。
こ
ん
こ
と

も
行
財
政
連
鴇
に
対
し
て
、
こ
理
解

と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
寸
。

　
な
お
、
巾
債
↑
巾
の
借
金
）
に
つ

い
て
は
、
昭
和
1
1
i
　
勾
度
決
算
に

基
づ
い
て
、
次
回
〔
広
報
ひ
ゆ
）
か

一
　
月
一
り
）
に
公
人
し
ま
一
。



4広報乙励が“

鴻
ソ
　
フ
　
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト

　
国
体
ま
で
白
四
ー
ヒ
日
に
な
り
ま

し
た
。
県
や
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

て
す
か
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
、
団
体
な

と
か
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
川
面
」

開
催
め
さ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

　
日
向
巾
は
、
秋
季
人
会
て
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
お
よ
ひ
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー

ル
の
競
技
会
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
み
な
さ
ん
ζ
で
に
こ
承
知
の
と

お
り
で
ζ
、

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
少
ん
『
男

・
女
と
成
家
男
・
女
の
四
種
別
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
八
チ
ー
ム
の
一
望
ハ
ー
四

チ
ー
ム
か
参
加
。
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー

ル
競
技
ぱ
、
成
年
男
～
（
教
員
の
部
）

四
一
し
チ
ー
ム
と
成
有
女
r
卜
．
チ

＊＊
　
四
1
1
．
．
卜
九
日
の
春
の
叙
勲
て
、

魁
市
内
か
ら
児
F
曙
冶
さ
ん
（
7
2
歳
）

払
か
選
は
れ
ま
し
た
。

坤
児
i
さ
ん
は
砦
の
川
身
て
・
昭

碍
羽
　
一
匹
年
ん
月
日
馬
副
議
会
議
員

橿
に
初
当
選
”
永
、
四
一
六
4
1
1
一
月
ま

＊
て
の
　
期
上
向
開
の
π
期
中
、
細

オ
　
　
　
　
ロ

ル
島
臨
海
一
Ψ
へ
地
帯
の
新
κ
業
都
巾
指

き
丁
建
運
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ト
　
ま
た
、
そ
の
　
方
て
は
「
一
業
に

獅
一
♪

　
　
　
た
開
発
て
は
い

彊
伽
・

　
　
　
、
　
O

’

㌧

市
の
炬
火
名
を
募
集

i
ム
の
一
乱
一
九
チ
ー
ム
か
参
加
。

両
競
技
合
わ
せ
て
白
．
ト
　
チ
ー
ム

で
、
H
向
市
を
訪
れ
る
選
f
、
監
督

の
数
は
、
約
　
f
　
白
人
で
ポ
。

　
日
向
巾
は
、
．
つ
の
競
技
聞
催
の

た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と

し
て
　
会
場
六
向
、
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ

ー
ル
競
技
ヘ
ム
場
と
し
て
四
会
場
1
1
面

を
嘩
備
5
1
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
、

い
ま
、
施
設
の
整
備
と
会
場
周
辺
の

環
境
つ
く
り
を
寸
ヶ
め
て
い
る
と
こ

ろ
て
オ
、

　
と
く
に
、
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー
ル
競

技
は
会
場
小
足
か
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
と
　
小
．
ゴ
校
に
体

育
館
を
建
設
‘
る
こ
と
か
き
ま
り
、

九
1
1
i
旬
完
成
を
め
さ
し
て
1
事
か

あと147翻

す
す
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
競
技
会
場
の
こ
紹
介

を
し
ま
し
択
）
o

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
競
技
会
場

　
お
倉
ケ
浜
挽
ヘ
ロ
運
動
公
園
の
運
動

広
場
に
　
面
、
野
球
場
に
．
面
、
大

i
谷
連
動
公
園
の
陸
i
競
技
場
に
．

面
、
野
球
場
に
　
面
の
討
六
面
を
使

川
口
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
4
。

　
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
は
、
大
会
で

は
、
成
年
女
～
と
少
手
工
r
の
競
技

に
あ
て
ら
れ
ま
5
か
、
こ
の
競
技
施

設
は
、
昭
和
h
i
　
向
州
か
ら
四
億

・
ハ
f
乃
円
を
か
け
て
1
事
か
ノ
向
わ
れ

寮
壬
骨
菅
菅
菌
梼
九
曜
於
二
途
チ
乱
売
，
贈
ヴ
，
・
忌
，
κ
鴇
、
忌
凶
チ
“
●
舌
チ
舜
菅
菅
チ
必
ム
“
忌
ム
“
，
曽
，
κ
ゐ
菌
菅
菅
曇
幹
於
覗
苦
於
於
苦
髪
菅
幹
苦
幹
菅
菅
垣
榮
蔚
梼
管
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

事
の
か
た
わ
ら
「
議
員
、
を
怒
験
し
た

た
け
の
私
に
、
叙
勲
か
い
た
だ
け
る

、
　
“
．
冷

、

周
け
な
し
　
農
林
業
地

虚
域
の
開
発
を
ー
ー
め
、

キ
燕
弓
鮮
食
料
品
の
供
給

＊
態
勢
の
砧
ウ
を
一
L

赫
と
、
農
i
並
遜
を
吊

斑
に
力
．
況
さ
れ
ま
し
た
。

斗4

聖
＼

㍉
’

〉
〆

5

臨窓
児玉唯治さん

な
ん
て
夢
の
よ
う
で
し
た
。
本
当
に

児
玉
書
冊
さ
ん
に
叙
勲

　
　
こ
の
よ
う
に
、
地
ル
白
冶
の
抜
興

掃
発
展
に
蒔
与
し
た
と
い
）
功
績
に
よ

虚
り
、
動
∵
ハ
篤
単
光
旭
日
亭
を
疋
亭
さ

弘
れ
た
も
の
て
す
，

憾
・
花
つ
く
り
の
旧
†
さ
ん
し
と
・
目

も
も
え
は
知
る
人
は
と
（
も
多
く
、
日
嬰
友

D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
H

L
な
気
候
を
福
川
し
昭
和
一
八
向
か
ら

M
花
ハ
園
”
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
‘
。

＊
現
呑
、
親
r
孫
の
　
代
て
カ
ー
不
1

…
ノ
　
ン
を
－
甲
心
に
花
栽
培
　
そ
の
臼

贈
ら
れ
る
二
一
て
、
巾
内
日
知
屋
の
嬢

姦
敏
郎
さ
ん
（
衡
歳
）
か
、
水
向
堀

に
わ
た
る
調
魯
事
案
の
解
決
に
八
、
力
強

し
た
と
い
）
功
績
て
藍
綬
褒
苧
を
受
羽

亭
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
将

　
女
藤
さ
ん
は
、
昭
和
．
卜
　
向
か
帥

ら
調
停
委
員
を
務
め
‘
お
ら
れ
、
こ
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

の
間
、
呂
崎
地
方
裁
判
．
軌
長
や
福
岡
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

藺
筈
裁
判
所
長
自
か
ら
衣
彰
を
．
又
け
†

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車

ぐ
、
ま
ξ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斗

　
し

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
昭
和
！
ハ
日

　
　
　
　
　
　
　
、
　
）
　
　
　
、
　
　
　
丹

褒
章
に
安
藤
敏
郎
さ
ん

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
と
受
章
の

安藤敏郎さん

薄
ひ
を
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
界
の
功
が
占
に
対
し
て

　
．
5
甲
の
由
ひ
を

し
て
ネ
、
眉
の
よ
）
な
も
の
か
い
た

た
け
る
な
ん
て
、

と
て
一
よ
　
し

た　
女
藤
さ
ん
は
、

協
八
ム
ヘ
ム
長
、
・
＾
奇
周
∵
〃
功
＼
、
上
｝
＼
、

　
　
　
　
き

珂
喋
な
と
を
ビ

訳
脅
委
員
、

‘
p

　
向
力
「
　
i
ノ
向
ま
壬

　
て
岩
脇
村
談
会
議
員
、
、
を

　
ワ
じ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
モ

　
町
利
　
　
i
，
ノ
向
・
力
鴨
ら
　
…

　
　
i
臼
ま
て
1
1
向
昌
栄

議
会
議
一
－
の
経
験
も
荊

あ
り
ま
先
　
　
　
日

　
　
「
ひ
♪
く
り
し
ま
日

　
　
も
，
た
い
な
い
こ
一

　
と
活
さ
れ
ぐ
い
ま
し
一

　
　
現
／
1
、
日
向
調
脅
唾

㌔
‘
山
一
1
1
／
メ
／
i
ゴ
H

ノ
と
め
ら
れ
ご
お
り
　
　
†

筋
に
彗
き
C
お
ら
れ
ま
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

駅
菅
柴
菅
苦
瀞
米
菅
柴
門
菅
菅
菅
米
菅
菅
菅
菅
座
箒
菅
幹
革
日
柄
菅
革
苧
革
キ
苦
言
苦
境
菅
苧
苧
興
苧
鮪
峠
菅
菅
苦
四
苦
菅
菅
菅
菅
菅
菅
苦
黄
菅
苦
苦
菅
菅
苧
些
￥
τ

‘
き
ま
し
た
、

右
筆
m
弓
線
か
ら
会
場
貰
（
の
赴
人

毛
の
幹
線
岨
路
一
幅
昌
、
　
一
　
μ
し

乙
b
、
い
長
所
設
中
・
　
長
た
、
f
　
白

台
呑
収
介
d
る
適
中
場
占
整
隔
さ
れ

る
．
」
と
一
な
身
。
あ
り
、
甦
f
没
昌

の
輸
，
込
ー
ノ
い
．
曳
ぱ
、
あ
る
程
捜
対

応
‘
㌔
る
も
の
と
略
し
わ
れ
芸
一

と
こ
ろ
が
、
　
マ
イ
カ
ー
な
と
に
よ

る
観
客
か
多
い
と
、
か
な
り
混
雑

ポ
る
の
て
は
一
と
心
配
さ
れ
る
占
、

も
あ
り
、
市
関
係
者
は
、
近
く
の
人

に
つ
い
て
は
中
を
利
川
し
な
い
よ
）
、

ま
た
、
と
）
し
て
も
利
川
ξ
る
場
合

は
さ
そ
い
合
っ
て
相
乗
り
し
て
ほ
し

い
と
呼
ひ
か
け
て
い
ま
ξ
．

　
人
－
谷
連
動
公
園
は
、
陸
一
競
技

場
と
野
球
場
か
成
向
男
r
、
川
向
男

～
の
競
技
場
に
な
り
ま
一
か
、
こ
の

公
園
は
昭
和
四
i
六
負
か
ら
建
設
か

進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
一

四
借
し
f
四
白
力
円
の
事
業
費
を
投

入
、
闇
も
な
く
公
認
陸
一
競
技
場
と

し
て
完
成
ホ
る
こ
と
に
な
）
て
い
ま
4
。

　
ま
た
、
野
球
場
は
メ
イ
ノ
ス
タ
ン

ト
ー
事
か
残
っ
て
い
ま
一
か
、
こ
れ

も
国
体
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
た
め
に

1
肇
も
急
ヒ
ノ
升
。
駅
中
黒
は
、
し

白
台
収
容
の
も
の
を
整
備
て
一
、
こ

の
ほ
か
、
公
園
周
辺
の
環
境
美
化
の

整
備
も
ポ
す
め
ら
れ
て
い
ま
寸
か
、

な
か
て
も
、
防
！
競
技
場
北
伺
の
山

の
斜
面
に
は
、
日
向
市
ゆ
か
り
の
、

〃
お
き
よ
丸
’
と
〃
巾
の
花
・
ひ
ま

わ
り
’
そ
し
て
，
鰍
え
る
弦
断
”
を

あ
し
ら
）
た
壁
画
か
、
目
を
引
き
、

〃
日
不
の
ふ
る
さ
と
B
崎
国
体
”
を

象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
）
て
一
、

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
競
技
会
場

「
鞠
腎
鞠
「
鞠
陶
噂
輸
り
亀
腎
「
鞠
鞠
亀
軸
鞠
軸
鞠
鞠
暫
輸
噂
匂
㌣
陶
噂
鞠
、
鞠
鞠
鞠
匂
一
鞠
軸
辱
腎
剛
鞠
「
鞠
軸
軸
辱
鞠
「
b
辱
鞠
「
噂
噂
噂
舳
鞠
ぐ
蒐
軸

「

大王谷運動公園の壁画

　
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー
ル
は
、
富
島
蘭

校
に
建
設
さ
れ
た
新
体
育
館
を
一
会

場
に
し
（
、
同
枝
の
旧
体
育
飢
と
合

わ
せ
（
　
血
、
H
向
尚
校
体
育
館
に

　
面
、
そ
し
（
現
召
建
設
中
の
H
知

屋
由
小
小
と
財
光
寺
南
小
の
体
育
飢
に

そ
れ
ぞ
れ
　
面
の
討
h
．
面
を
使
川
一
－

る
．
〕
と
に
な
，
て
い
ま
ψ
。

　
野
島
局
校
は
、
f
八
白
八
一
平
力

后
の
新
体
育
館
か
完
成
し
た
は
か
り

て
す
か
、
旧
体
育
館
の
カ
も
、
床
の

張
替
え
や
昭
’
明
…
命
具
の
取
り
付
け
、

塗
装
な
と
も
終
え
、
ま
た
、
日
向
三

校
も
テ
ノ
ク
ス
張
り
の
床
を
板
張
り

に
改
修
し
、
尚
校
の
施
設
整
備
は

応
完
～
し
ま
し
た
。

歳
八
か
月
児
検
診

　
六
月
の
一
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
六
月
ニ
レ
一
日
の

与
後
一
時
。
．
．
卜
分
か
ら
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
原
町
）
で

行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
二

年
レ
．
一
月
．
日
か
ら
十
二
月
。
日

晒
一
H
ま
で
に
牛
ま
れ
た
鈴
と

も
で
す
。

母
r
健
男
r
帳
を
亡
い
れ
ザ
に

　
と
こ
ろ
で
、
1
1
本
の
ふ
る
さ
と
冨

崎
国
体
県
民
連
動
・
日
向
巾
招
追
協

議
会
は
、
巾
回
暦
参
加
に
よ
る
川
上

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
県
内
を
リ
レ

ー
し
て
ま
わ
る
炉
火
の
〃
日
向
巾
の

遺
墨
名
”
を
募
集
し
（
い
ま
一

　
こ
れ
は
、
　
〃
日
向
巾
の
火
”
を
、

彩
た
ち
の
閏
に
あ
ノ
た
巾
民
に
親
し

ま
れ
る
場
所
（
採
火
し
、
、
ふ
る
さ
と

の
火
し
と
へ
口
火
し
（
リ
レ
ー
ー
る
も

　
　
へ

葺
愚

　
　
！
夢
ノ

ミ　
　
「

“

譲
礎熔綴織（5）

　
亘

　
　
最
近
、
向
金
制
度
に
つ
い
て
、
秋

　　聞
や
ラ
ン
凶
、
テ
レ
ヒ
な
と
て
よ
く

”細．

冾
墲
黶
i
い
ま
一
。
私
も
平
民
窺
金

欄
に
加
冒
し
て
納
め
て
い
ま
一
か
、
私

｝
た
ち
か
っ
丈
け
ら
れ
る
臼
金
に
は
、
と

τ
な
あ
か
あ
・
ん
て
ふ
・

”
　
客
】

7
剛
に
も
藷
・
ま
・
た
か
、
川
民

　
向
金
制
度
は
厚
弓
年
金
、
船
員
、
向
金
、

」
各
種
1
ー
ハ
心
組
八
口
な
と
の
、
　
般
に
被

　
川
者
を
対
象
と
ポ
る
向
令
制
度
に
加

四
人
し
て
い
な
い
農
業
、
商
1
業
、
自

即
腐
裳
の
人
お
よ
ひ
そ
の
配
偶
者
を
被

…
保
険
者
と
し
て
い
る
人
で
ポ
。
そ
し

”
て
、
こ
れ
ら
の
人
か
老
齢
者
に
な
，

…
た
と
き
、
障
喜
・
な
，
た
・
・
、

”
あ
る
い
は
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

”
所
得
を
保
障
一
る
た
め
に
向
金
を
支

”
鎖
し
て
し
ま
4
，

轄
　
こ
の
よ
）
な
向
金
に
つ
き
の
よ
）

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

富
な
も
の
か
あ
り
ま
一
、

　

　
　
　
1
老
齢
臼
金

　
　
国
民
負
金
制
度
た
け
ぐ
．
《
給
資
格

彌
篇
警
鶏
埠
、
－
↑
ん

②
通
算
老
齢
茎
　
　
一

厚
弓
臼
金
制
度
な
と
、
他
の
公
的
…

向
金
制
讐
通
算
し
て
・
δ
ら
れ
る
…

老
三
三
終
　
　
…

　
　
し
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
痕
・
メ
ペ
ケ
カ
カ
も
と
て
障
店
者
に
…

な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
向
金
…

て
ξ
。

　
ゆ
母
r
向
金
・
孟
母
～
向
金

人
か
死
亡
し
て

氷
庭
に
な
っ
た
と
き
に
、

の
加
入
者
て
あ
る
々
へ
碍
母
）
に
対

し
て
支
給
さ
れ
ま
φ
。

　
諭
遺
児
向
金

　
国
民
向
金
の
被
保
険
者
ぐ
あ
♪
た

父
ま
た
は
母
か
亡
く
な
り
、
r
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

た
け
か
残
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
遺
児

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@…

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
一
。

　
6
寡
婦
窺
金

　
国
民
向
金
の
老
齢
御
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
（
い
た
人
か
、
向

金
を
っ
丈
給
し
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と

き
、
そ
の
妻
に
対
し
て
六
一
歳
か
ら

六
一
乱
漫
ま
で
支
給
さ
れ
ま
一
。

　
①
死
亡
．
時
金

　
国
民
年
金
を
　
向
以
i
納
め
て
い

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@…

た
人
か
死
亡
し
た
場
合
て
、
い
ま
ま

ぐ
ご
紹
介
し
た
1
1
～
6
ま
て
の
い
一

れ
の
身
金
も
。
k
け
ら
れ
な
い
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

は
死
亡
時
令
か
乏
払
わ
れ
ま
オ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
こ
の
よ
）
に
、
国
民
即
金
制
度
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ら
給
付
さ
れ
る
向
側
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
装
一
か
、
こ
れ
ら
の
ム
『
金
を
も

ら
）
た
め
に
は
、
や
は
り
」
い
れ
づ
に

納
め
（
お
く
こ
と
か
必
要
て
4
，

、
母
～
4
母
r
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
田
民
“
金
…

　
　
　
　
　
　
　
…

一
…
…
…
…
臨

の
r
＼
ノ
て
の
，
日
・
同
巾
の
扇
田
名
”
を

み
な
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
お
）
と
い

）
も
の
て
一
，

　
な
お
、
応
募
（
き
る
か
た
は
、
市

内
の
小
－
校
四
向
4
／
／
一
尚
枝
彗
ま

て
の
児
単
・
り
徒
に
限
ら
れ
（
い
ま

　
け
　
　
　
ク
　
　
　
　
ラ
　
ヒ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

‘
　
7
㌣
び
暖
従
（
　
と
し
と
し
心

募
し
ぐ
く
た
さ
い

◇
自
火
名
の
内
谷

　
簡
甲
（
、
巾
民
に
広
く
親
し
ま
れ

日
向
市
に
ぷ
さ
わ
し
い
も
の
、

　
◇
応
募
方
法

　
応
募
炉
火
名
は
、
　
人
　
山
”
内

と
し
、
原
稿
川
紙
に
　
占
〕
と
記
入

し
ま
一
、
－
板
名
、
．
－
臼
、
臼
川
、

氏
名
一
ふ
り
か
な
」
、
”
別
を
b
れ

な
い
こ
と
、

　
◇
応
募
締
め
切
り

　
六
月
一
　
日
・
月
㌔
ま
ξ
に
必
着

の
こ
と
，

　
◇
応
募
先

　
本
司
i
番
ん
口
々
、
　
H
’
司
b
d
乍
k
r

務
局
あ
ぐ
送
付
し
（
く
た
さ
甲

　
◇
発
人

　
ー
ハ
月
中
旬
に
各
－
板
を
摂
し
ぐ
発

人
3
る
ほ
か
、
巾
広
服
て
お
し
ら
せ

し
ま
‘
〔

　
，
H
凶
巾
の
火
・
は
、
一
月
一
日

叉
み
、
津
海
岸
【
二
叉
々
津
乏
川
前
）

（
採
火
旧
る
．
r
止
て
4

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
巾
国
体
事
務
局
へ
と
）
そ
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ラ

禦鴨i瓢i隷

…融…
蝋

　
　
　
　
ル
．
！

　
ハ
ー
川
－
i
、
b
壷
ド
随
ー
ト
ー
殴
〔
也

　
　
～
一
i
　
　
一
　
　
　

、
　
5
イ
　
ノ
　
　
　
十
　
　
　
で

i
忠
身
板
L
・
　
白
　
－
人
㌔
て
、

，
一
と
も
の
1
1
に
ち
な
ん
た
〃
．
〕
い
の

ぽ
り
連
動
八
ム
”
か
あ
り
ま
し
た
、
班

勅
場
に
六
－
尾
の
．
〕
い
の
ほ
り
を
あ

　
　
　
　
＼
、
　
＼
　
）
　
、
　
　
　
♪
　
）
　

）
　
　
　
、

ナ
へ

　
　
　
し
ア
　

：
　
1
1
く
1
1
／
ノ
⊥
該
し
さ
ザ
σ
諺
と

み
ん
な
て
ラ
／
乃
体
操
　
－
向
．
」
と

の
徒
走
、
二
二
、
リ
レ
ー
、
つ
な
引
き
な

と
を
く
り
広
げ
ま
し
た
、
こ
の
日
は

鵜
L
分
校
の
一
　
人
の
忌
引
も
参
加

し
て
、
本
校
の
友
だ
ち
と
楽
し
い

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
＜
元
気
に
育
て

轟

へ
幽’創m Y書

へんし一ん！レ

、
話

／
蟻

　
“
変
身
－
”
。
浮
一
式
鉄
道
入
験
セ

ノ
タ
ー
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
、

第
．
実
験
中
（
M
L
㎜
R
）
に
改
造
さ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、

M
L
鵬
、
つ
き
か
M
L
瓢
の
後
部
に
尾

翼
を
つ
け
た
も
の
て
、
へ
・
回
か
　
度
口

の
変
身
。
怪
鰍
映
画
の
〃
モ
ス
ラ
”
に

”
た
か
っ
こ
う
　
　
と
い
う
の
も
、
長

時
間
走
’
臼
天
験
を
吋
能
に
す
る
た
め
、

ヘ
リ
ウ
ム
冷
凍
液
化
装
置
を
小
型
化
し

て
、
同
入
験
中
に
積
載
し
た
た
め
。

；
≡
≡
≡
≡
ニ
＝
ニ
一
…
ニ
＝
＝
…
ニ
＝
…
一
≡
≡
＝
≡
≡
＝
ニ
＝
一
≡
≡
…
＝
≡
≡
…
一
≡
三
≡
≡
＝
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
＝
…
；
一
≡
≡
≡
＝
≡
＝
＝
｝
≡
3
≡
≡
≡
≡
＝
一
二
二
＝
…
＝
ニ
…
≡
一
一
；
ニ
＝
≡
一
≡
…
≡
一
≡
＝
≡
≡
≡
二
至
一
≡
≡
…
＝
三
≡
≡
｝
≡
≡
≡
＝
＝
＝
ニ
＝
｝
≡
＝
≡
茎
＝
一
側
＝
一
一
＝
ぼ

　
d
月
時
代
の
初
野
に
、
徳
川
幕
用

の
櫓
力
体
制
〔
幕
藩
体
制
と
い
い
ま

一
）
を
維
二
一
る
た
め
に
、
i
農
一

考
え
た
2
1
人
と
い
）
身
分
関
併
か
つ

く
ら
れ
た
ア
〕
と
は
前
述
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
）
に
、
近
川
の
眺
民
身
分

は
、
占
代
の
身
分
制
の
復
活
て
は
な

く
、
判
し
く
つ
く
ら
れ
た
も
の
て
一

か
、
そ
れ
は
幕
・
用
や
各
藩
て
画
　
的

に
、
あ
る
い
は
同
碍
に
制
走
さ
れ
た

も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

の
よ
）
な
経
歴
の
人
を
、
ま
た
と
の

よ
）
な
職
業
の
人
を
、
と
の
よ
）
な

形
（
そ
の
賎
民
身
分
の
な
か
に
組
み

人
れ
た
か
と
い
）
占
に
つ
い
ぐ
も
、

ま
、
た
く
同
　
て
は
な
か
♪
た
よ
）

ぐ
i
9
一

　
各
地
の
都
巾
に
お
い
（
の
同
和
地

区
か
、
皮
吊
κ
業
に
従
事
一
る
技
術

占
－
・
〔
・
か
、
そ
の
ほ
か
の
技
術
者
を
中
・

毛
i
、
城
ト
の
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
集

め
ら
れ
（
、
し
た
い
に
形
成
さ
れ
（

い
、
た
．
）
と
に
つ
い
ぐ
は
一
ζ
に
迩

へ
ま
し
た
　
農
村
地
帯
に
お
け
る
同

和
地
区
の
形
成
や
そ
の
沿
吊
は
、
都

巾
に
お
け
る
そ
れ
と
は
少
し
達
，
（

い
ま
弓
。
瑞
代
も
都
巾
に
く
ら
へ
（

い
く
小
ん
あ
と
に
な
る
よ
）
ぐ
4
，

　
さ
（
、
徳
川
幕
冶
も
そ
の
柏
力
の

座
か
女
走
し
、
幕
藩
体
制
そ
の
も
の

も
多
少
の
矛
栢
を
持
ち
な
か
ら
、

心
司
ま
ノ
て
き
ま
4
と
、
参
勤
父
代

や
武
i
の
城
卜
川
り
中
な
と
の
方
策

と
あ
い
ま
、
て
、
貨
幣
督
済
か
お
お

い
に
発
展
し
　
し
た
，
そ
し
（
、
多

く
の
貨
幣
か
農
村
地
胆
巾
に
も
ム
細
れ
込

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

ん
‘
く
る
よ
）
に
な
，
た
の
ぐ
一

そ
の
影
回
ぐ
、
少
数
の
農
民
た
ち
は

一
f
に
た
ち
ま
わ
，
（
財
産
を
つ
く

り
　
副
乳
に
な
る
．
〕
と
も
て
セ
墨
し

た
、
し
か
し
、
人
多
数
の
農
民
は
、

ま
一
ま
δ
貧
N
化
し
（
い
キ
、
な
か

に
は
1
地
養
f
放
一
も
の
も
ぐ
（
き

ま
し
た
、
そ
の
）
え
、
租
税
の
目
配

な
取
り
た
‘
、
人
災
な
と
も
加
わ
、

C
、
困
り
は
ぐ
た
農
民
た
ち
は
、
前

迩
し
た
よ
）
に
i
地
を
f
放
し
、
都
…

巾
へ
流
れ
込
ん
ぐ
騰
業
と
い
わ
れ
る
…

臼
事
に
従
事
一
る
よ
一
に
な
り
ま
…

～
ま
た
・
白
列
国
や
羽
ち
こ
わ
…

し
な
と
、
民
衆
の
反
允
や
反
封
建
川
し
…

想
か
現
わ
れ
る
L
一
に
な
り
ま
一
と
…

讐
や
人
名
は
・
そ
れ
姦
く
弾
月
…

一
る
よ
）
に
な
り
圭
し
た
、
そ
の
た
㎜

め
に
、
賎
民
階
級
に
組
み
込
ま
れ
た
…

人
た
ち
呑
利
用
し
（
・
い
た
る
と
こ
…

う
に
・
役
へ
村
し
と
い
一
－
奈
…

集
落
を
つ
く
り
、
そ
こ
の
臼
民
に
は
…

本
業
の
ほ
か
に
罪
人
の
逮
捕
、
ろ
）
…

番
、
処
刑
、
小
穏
な
動
き
の
探
偵
な
…

と
行
わ
せ
、
さ
ら
に
　
揆
弾
月
の
～
…

先
き
な
と
に
使
、
（
、
民
衆
と
の
対
…

多
悠
に
・
体
め
さ
せ
・
富
民
階
級
…

の
人
た
ち
を
凹
凹
L
一
る
蔽
を
…

育
‘
（
い
／
の
‘
一
つ
ま
り
、
…

民
衆
の
幕
用
に
対
一
る
不
Ψ
、
小
満
・
…

反
封
建
川
し
想
に
も
と
つ
く
反
幕
感
帖
…

を
、
賎
民
階
級
：
対
一
る
蔑
視
・
考
…

別
と
い
一
惑
砧
に
・
た
く
み
に
一
り
…

カ
え
（
い
　
た
の
‘
一
、
　
　
　
　
　
川

　
わ
待
た
せ
し
ま
し
た
　
　
4
力
睨

和
ハ
ー
向
か
ら
建
設
斉
1
4
め
（
桜

た
”
中
三
橋
”
か
こ
の
ほ
と
几
成

　
巾
の
南
と
北
を
連
絡
一
る
，
岨
路
は

こ
れ
（
　
本
と
な
り
、
地
几
や
閉
信

越
の
八
も
人
・
V
”
ひ
。
中
卿
橋
は
延
長

L
一
八
μ
唄
、
　
間
口
－
－
一
目
一
　
　
　
山
丁
泊
裸
‘

墨
型
一
　
・
ハ
巨
」
の
歩
，
退
か
設
け
ら

　
で
　
　

れ
、
巾
内
‘
た
オ
　
ノ
の
，
父
仙
，
女

馬
橋
”
ぐ
、
銑
廓
業
費
億
τ
，
一

白
乃
1
1
（
ん
成
し
ま
し
た
　
父
通
ル

ー
ル
を
－
q
♪
（
人
い
に
刊
川
し
．
k
く

た
さ
い

＜
お
待
た
せ
し
ま
し
た

ダ
“

1罪
　へ一
　メ擁
自害
　幽

幽i　”鋸塾

　
　
必
ず
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
老
人
医
療

　
し
月
　
目
か
ら
老
人
珠
療
費
受
給

者
鼠
か
史
新
さ
れ
ま
一
。

　
福
紙
事
務
、
肋
は
、
対
象
者
の
か
た

に
、
は
か
き
て
通
知
を
し
ま
ξ
の
で

代
理
の
か
た
て
も
け
ノ
こ
）
て
一
か

ら
必
多
史
新
の
r
紅
き
を
し
て
く
た

さ
い
。

　
輸
卒
の
日
桿
は
別
人
の
と
お
り
て

4
か
、
通
知
書
【
は
か
き
、
）
印
鑑
、

川
民
健
康
保
険
証
、
村
会
保
険
副
な

と
の
加
人
医
療
保
険
記
を
忘
れ
一
に

こ
拮
参
く
た
さ
い
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
（

は
、
福
長
事
務
所
老
人
福
祁
併
（
懸

②
、
内
線
し
四
）
へ
お

た
一
ね
く
た
さ
い
。

県体へ489人

　　　25日に結団式

　
、
日
不
の
ふ
る

さ
と
呂
崎
川
体
L

を
秋
に
ひ
か
え
、

こ
と
し
て
第
　
－
．

　
回
の
宮
崎
県
民

体
育
人
会
か
、
互

一
　
　
一
し
一
、

1
八
1
1
の
　
日
間

唄
小
総
へ
口
連
動
公
…
園

を
中
し
に
、
八
巾

四
閃
　
杜
（
ム
i

1
1
会
場
）
て
開
催

さ
れ
ま
4
1
。

　
い
ま
で
は
、
県

民
の
入
ホ
ー
ノ
の

祭
典
と
し
て
、
幼

児
か
ら
局
齢
者
ま

て
の
県
民
各
層
に

親
し
ま
れ
る
人
会
と
し
て
発
展
し
、

そ
の
参
加
者
も
向
こ
と
に
増
加
し
（

し
ま
4
，

　
と
く
に
、
八
ノ
回
は
国
体
の
練
習
ヘ
ム

も
部
兼
ね
ぐ
、
公
開
債
技
に
親
と

．
一
の
「
仲
ひ
よ
チ
ヒ
ノ
～
」
と
婦
人

団
体
の
「
明
る
く
豊
か
に
伸
ひ
や
か

に
」
を
は
し
め
、
難
民
合
唱
団
、
巾

民
吹
奏
楽
団
な
と
の
参
加
を
得
、
総

合
聞
会
武
を
盛
り
一
け
る
こ
と
に
し

（
い
ま
一
。

　
ま
た
、
競
技
に
は
　
わ
　
下
余
人

の
参
加
か
見
込
ま
れ
、
i
ヒ
巾
郡
対

抗
て
　
一
四
競
技
に
わ
た
り
数
’
戚
か

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
毒
，

　
一
冷
　
　
一
！
　
　
　
　
　
一

　
　
ト

人医療ゼを’、～二合者～でμll．　史彩ノr日不㌔1ノ、

〔’If妾）　　　1日～う。つノ　　 もllトう〔

巫丁吟
縫辛II日別

のII，1　二瀬

叉ノ・でド乏’り1

　
日
向
巾
か
ら
も
、
甲
斐
論
考
を
団

長
と
し
（
本
部
没
員
1
人
、
鑑
督
・

選
f
四
白
ヒ
ー
九
人
の
説
四
白
八
一

九
人
か
参
加
噂
る
こ
と
に
な
，
て
お

り
、
日
向
巾
の
旗
、
f
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
　
下
男
～
）
競
技
に
川
場
ξ

る
－
一
－
菓
ク
ラ
フ
の
］
ー
ス
ア
タ
ノ
カ

ー
、
富
山
和
州
選
f
か
っ
と
め
る
こ

と
に
な
・
て
い
ま
毒
、

　
な
お
、
日
向
巾
て
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
か
　
一
し
日
か
ら
一
一
八
日
ま
て

お
倉
ケ
浜
、
人
i
谷
両
連
動
公
園
て

’
向
わ
れ
、
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー
ル
か
．

i
ー
ハ
日
か
ら
　
一
八
目
ま
で
、
富
島

蘭
校
、
日
向
曲
桟
、
体
育
セ
ノ
タ
ー

（
そ
れ
ぞ
れ
h
わ
れ
ま
ξ
。

　
県
体
の
巾
代
表
結
団
式
は
、
h
月

　
i
h
日
、
－
後
人
坊
か
ら
勤
方
肖

少
臼
体
育
セ
ノ
タ
ー
で
ノ
臼
わ
れ
ま
ζ

か
、
郷
i
を
代
表
一
る
遊
f
た
ち
を

み
ん
な
て
野
曝
し
ま
し
L
）
、

　
児
童
手
当
の

　
　
　
現
況
届
け
を

　
児
単
f
当
の
現
況
届
け
を
つ
き
の

日
利
て
’
臼
い
ま
5
，

　
届
け
出
の
と
き
は
、
印
鑑
、
1
7
4

向
金
ま
た
は
国
民
向
金
の
記
口
々
番

口
々
、
昭
和
九
一
四
4
一
度
の
・
巾
県
民
税

納
税
通
知
1
1
日
、
乏
払
八
↑
融
機
関
名
か

必
要
て
オ
，

　
な
お
、
転
出
、
出
彗
な
と
の
異
動

か
彗
し
た
場
合
に
は
必
一
届
け
出
る
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♪二十著
　
　
ク
託

　
【
4
三

ひ’

D

　
多
・
今

2　一
，

　
3

・
’
μ
、

おしらせ

秋季大会一10月14日～10月19日

平
均
分
譲
価
格
は

　
　
　
千
三
百
五
十
万
円

　
宮
崎
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
住
宅

金
融
公
国
の
融
資
付
分
譲
H
宅
．
三

月
（
山
卜
団
地
）
を
八
月
頃
に
募
集

す
る
！
r
疋
で
す
。

　
内
容
を
見
ま
す
と
、
敷
地
面
積
か

　
一
　
L
　
畠
　
畠
　
ノ
　
　
ノ
メ
ー
　
　
　
　
：
1
　
、
　
．
　
又

　
■
一
－
一
　

ー
ノ
ト
ル
～
　
　
ノ
ー
．
ノ
ー
ノ

Ψ
方
后
、
建
物
画
積
が
七
卜
四
平
力

后
～
白
i
し
平
方
后
、
概
算
宇
均
分

万
言
込
額
（
建
物
一
1
八
一
平
力
后
、

一
地
一
．
一
白
九
半
面
平
方
冒
の
場

八
巳
は
若
．
白
ん
ト
カ
円
程
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
六

月
ま
た
は
し
月
の
広
報
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

初
の
こ
こ
ろ
み

中
央
青
年
教
室

体　
　
　
市
教
育
委
員
会
は
、
書
目
年
を
中
心

　
　
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
“
中
央

三
身
教
室
”
を
鷹
・
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
回
向
か
直
面
ダ
る
課
題

「
男
」
　
「
女
」
　
「
夏
」
に
つ
い
て
．
－

顕
し
髭
）
と
い
）
も
の
て
、
占
向
の

人
4
観
、
桝
、
二
一
、
モ
ラ
ル
な
と

を
中
心
に
討
論
を
ー
遅
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
m
＞
募
集
対
象

　
市
内
に
居
ハ
H
ζ
る
肖
臼
の
か
た
な

ら
と
な
た
て
も
参
加
で
き
ま
δ
。

　
蘭
〉
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
肖
一
向
と
人
鴛
、
占
向
期
の
男
と
女
、

紀
婚
と
法
律
、
妊
婦
と
出
淳
、
育
児

と
幼
児
教
育
、
氷
庭
と
門
話
設
討

　
ワ
場
所
と
時
間

　
巾
ヴ
図
書
館
で
、
こ
と
し
ー
ハ
月
か

ら
末
年
　
月
ま
て
の
毎
月
第
　
　
・
第

　
小
曜
日
。
時
間
は
、
’
i
後
し
鴫

一
分
か
ら
九
時
　
i
分
ま
て
。

　
ワ
募
集
走
員
と
締
め
明
り

　
六
1
1
1
h
1
1
ま
で
に
申
し
込
み
く

た
さ
い
。
止
員
に
な
り
し
た
い
締
め

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

U
り
ま
諸
9

　
ワ
申
し
込
み
と
問
合
せ

　
巾
教
育
委
員
会
村
会
教
育
課
（
図

階
館
内
、
齢
②
．
．
　
、
内
線
四

　
h
）
へ
と
う
そ
。

体
育
セ
ン
タ
ー
で

巡
回
相
談

　
県
身
体
障
害
者
史
弓
相
談
助
は
、

昭
和
九
一
四
年
度
身
体
障
店
者
（
児
）

巡
回
相
談
を
つ
き
の
要
領
ぐ
人
施
ζ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
▽
日
時
一
・
ハ
月
一
　

日
　
〔
火
）
、

’
i
前
九
時
　
一
分
か
ら
d
’
i
ま
て

　
▽
場
所
一
巨
万
占
少
向
体
育
セ
ン

タ
ー
（
巾
役
所
南
側
）

　
【
問
題
】

　
選
￥
に
お
い
て
投
票
を
得
た
り
、

r
票
を
得
さ
せ
た
り
、
ま
た
は
得
さ

せ
な
い
目
的
て
、
遊
－
人
に
対
し
て

署
名
　
動
を
‘
る
こ
と
は
禁
“
さ
れ

て
い
ま
一
。

　
▽
右
の
　
に
は
と
ん
な
－
又
一
か
あ

て
は
ま
り
ま
一
か
ウ
　
答
え
を
は
か

き
に
沸
い
て
、
本
町
一
番
1
一
口
々
、
巾

子
争
碧
理
委
員
ヘ
ム
あ
て
六
月
一
日
ま

ぐ
に
お
川
し
く
た
さ
い

　
1
1
三
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

　
人
の
か
た
に
記
へ
，
一
品
を
さ
し
あ
け

　
▽
相
談
対
象
一
肢
体
、
視
覚
、
聴

党
お
よ
ひ
音
声
、
ぼ
語
障
’
一
口
者
（
児
）

（
内
部
障
店
者
は
除
き
ま
ケ
）

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福

例
事
務
．
川
保
護
併
馨
②
　
．

内
線
1
1
・
ハ
八
）
へ
わ
た
一
ね
く
た
さ

い
。

商
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
通
商
κ
業
省
は
、
　
臼
に
　
回
、

全
国
の
商
業
を
．
呂
ん
で
い
る
↑
事
業

．
川
を
対
象
と
し
て
「
商
業
統
一
調

査
」
を
人
施
し
て
い
ま
番
。

　
こ
の
調
査
は
“
商
業
に
つ
い
て
の

川
勢
調
査
”
と
い
わ
れ
、
統
d
法
に

基
づ
く
国
の
f
甲
要
な
統
討
調
査
の
．

つ
で
す
。
こ
と
し
は
i
四
同
目
の
調

爪
1
1
の
年
に
当
た
り
、
六
月
　
日
現
呑

で
全
川
　
斉
に
ノ
向
わ
れ
ま
一
－
。

　
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
事
霧

に
企
画
課
か
ら
〃
調
人
1
1
に
つ
い
て
の

お
鷹
い
（
は
か
き
）
”
を
送
付
し
、

そ
の
あ
と
県
知
事
か
ら
二
日
さ
れ
た

調
査
員
か
各
三
災
所
へ
出
向
い
て
、

調
査
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い

を
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
調
査
力
法
は
、
調
査
票
〔
．
部
）

に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
事
項
を
記
人
し
て

い
た
た
き
、
指
走
一
日
ま
て
に
調
査

員
に
渡
し
ぐ
も
ら
）
こ
と
に
し
て
い

ま
7
一
。
皆
さ
ん
か
ら
提
川
さ
れ
た
調

査
票
は
、
統
一
”
外
の
目
的
に
は
絶

対
室
川
さ
れ
ま
せ
ん
の
て
、
－
女
心
し

て
d
砧
に
こ
記
入
く
た
さ
る
よ
う
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
オ
。

日脚9ミ《＝ψさと

四白ばらクイズ

ま
4
　
な
お
、
は
か
き
に
は
ハ
H
肋
、

氏
名
、
向
齢
、
屯
「
…
か
あ
れ
は
屯
話

番
口
り
を
は
♪
き
り
記
入
し
て
く
た

さ
い

　
先
月
口
々
は
，
当
』
　
コ
為
』
　
繍
小
』

か
d
解
て
、
応
募
　
i
ん
通
、
d
解

　
一
　
．
岨
て
し
た
の
て
、
つ
き
の
か

た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
け
ま
’
5
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

Φ
甲
斐
静
男
↑
甲
町
み
の
ー
ハ
｝

ね
水
川
弘
r
〔
長
d
団
地
一

③
星
明
恵
美
ゴ
（
三
明
　
一
目
｝

　
こ
の
調
査
に
つ
い
て
小
明
な
占
…
か

あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
課
も
政
調
査

部
（
景
②
　
　
　
、
内
線
　
　
四
）

へ
お
た
一
ね
く
之
さ
い
。

6
月
2
1
日
か
ら
市
美
展

　
先
月
の
広
報
て
も
お
し
ら
せ
し
ま

し
た
か
、
こ
と
し
て
四
回
目
の
〃
日

向
市
美
術
展
覧
会
”
を
六
月
　
一

日
目
ら
六
月
．
．
一
1
1
日
目
で
、
日
向

勤
力
肖
少
向
体
育
セ
ノ
タ
ー
て
開
催

し
ま
む
。

　
募
集
竹
品
は
絵
画
・
彫
刻
・
鉾
∵

写
貞
て
す
。
出
品
さ
れ
る
か
た
は
、

六
月
一
し
目
力
ら
1
九
H
ま
て
に
、

会
場
の
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、

出
品
票
に
よ
り
申
し
込
λ
で
く
た
さ

い
。

　
く
わ
し
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巾

教
育
委
員
会
村
会
教
育
課
尋
②

　
　
　
、
内
線
四
　
ハ
）
へ
お
た
3

ね
く
た
さ
い
。

停
電
し
ま
す
よ

　
h
月
　
一
日
（
水
）
の
魯
前
八
時

　
一
分
か
ら
d
－
ま
で
、
つ
き
の
地

区
ぱ
雲
気
1
肇
の
た
め
竹
業
停
屯
に

な
り
ま
オ
の
て
こ
d
v
U
く
た
さ
い
、

　
美
々
津
町
右
並
、
偵
口
の
ト
、
川
久

保
、
尚
松
、
白
町
坤
、
落
鹿
、
鹿
場
、

粕
尾
、
田
の
原
、
丸
山
、
駅
通
り

　
な
お
、
二
業
か
早
く
終
～
し
た
と

き
は
、
r
走
貼
刻
よ
り
早
く
送
屯
し

ま
‘
。い

か
か
て
す
か

夏
の
教
養
講
座

　
勤
ヵ
重
目
少
臼
ホ
ー
ム
は
、
こ
と
し

し
1
1
か
り
開
講
一
る
教
養
講
座
の
三

講
弓
を
募
集
し
ま
弓

　
▽
講
座
内
・
谷
（
）
内
は
募
集
建
員

料
理
（
　
i
人
）
、
い
け
踊
化
（
　
一

九
人
）
、
f
“
ノ
〔
　
一
人
）
、
和
裁

（
　
一
人
〉

　
▽
施
募
資
格

　
　
一
1
1
歳
P
ト
の
か
ノ
で
、
中
小

企
業
に
働
く
勤
労
－
一
－
少
向

　
▽
募
集
期
間

　
ヨ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

　
二
上
　
　
！
’
ー
カ
・
ら
・
ノ

月
i
力
日
ま
て

　
▽
申
し
込
み
力
法

　
勤
〃
書
一
－
少
向
ホ
ー
ム

〔
巾
役
所
南
側
）
に
申
し

込
み
川
紙
か
あ
り
ま
一
の

て
、
必
要
事
項
を
記
入
の

一
捉
出
し
て
く
た
さ
い
。

　
▽
受
講
料

　
続
料
で
オ
が
、
材
料
費
、

教
材
費
な
と
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
d
、

　
な
お
、
料
理
・
い
け
花

・
f
覗
ム
は
　
か
月
間
開
隔

て
、
和
裁
は
八
か
月
間
開

講
の
．
r
定
て
一
。

自
動
車
税
を
改
正

碗易　　　　6月の休日在宅医
@．、．》ゴ、禰　　’幡【久か変史する上船もあり
@播西ビら＝’　　　ます。テレフォンサービス●期；鑑●　　　（含③1214）て僻認を！

l
i

診　療　科　目 病（医）院　名 f｝　戸II ・t　　　。占

整　形　外　科 鮫島整形外科 原　町 ②8191

3 1｝r　婦　人　科 水　川　医　院 鶴　田1 ②3388

内・小児科 田　中　医　院 d良岡 ②2515

月鼻・II因喉科 長　川　医　院 原　田」 ②0266

10

1｝r婦・内・外科 渡　辺　病　院 拍野中 ⑦1011

内・放・小児科 白　イ1病　院 門川田j 3）1365

内　　　　　科 黒　木　医　院 吉野川 ②6055

1≧r婦・月1門科 篠　原　医　β几 門川町 ③1059

17
内・・1・児科 侶　藤　［久　院 本　田」 ②3324

外・整外・胃腸科 此　ノし　医　院 北　田1 ②5488

内　　　　　科 松　岡　医　院 原　田j ②5407

24
皮膚・泌尿品利 沼　田　医　β几 原　田j 一②3785

整　形　外　科 ケ尻医院 鶴　田1 ②5557

　
目
動
画
税
は
、
’
句
二
四
1
1
　
日
現

呑
て
、
白
動
申
、
助
4
1
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
と
し
も
ー
ー

月
中
に
納
税
通
知
許
か
発
送
さ
れ
ま

す
か
、
と
く
に
、
つ
き
の
よ
）
な
こ

と
に
つ
い
て
こ
理
解
と
こ
協
力
を
、

才
百
－
し
し
ま
4
〔

　
　
税
率
か
改
正
さ
れ
ま
し
た
V

　
こ
承
知
の
匪
）
に
、
地
方
税
法
の

　
祁
父
1
．
ゴ
よ
り
〕
転
目
新
．
U
）
、

　
b
I
己
　
　
1
一
　
　
し
　
　
　
一
　
　
　
一
　
隆
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
し

て
は
、
税
額
か
約
　
刮
程
度
蘭
く
な

・
て
い
ま
弓
。

　
ハ
変
更
登
録
は
早
目
に
〉

　
中
を
ん
つ
た
り
、
卜
収
り
に
唱
し

　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓

え
り
、
解
体
し
た
と
き
は
、
早
目
に

陸
連
事
務
肋
と
自
勅
中
税
事
務
肋
に

必
螢
な
f
編
き
斉
し
て
く
た
さ
い
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
い
つ
ま

で
も
あ
な
た
に
税
金
か
か
か
る
こ
と

r
な
り
ま
オ
、

　
　
住
所
届
け
は
、
は
っ
き
り
と
ぜ

　
あ
な
丈
の
臼
助
は
、
巾
の
臼
居
表

小
と
お
り
に
届
け
出
か
し
て
あ
り
ま

す
か
。
臼
肋
を
変
わ
っ
た
人
、
団
地

や
バ
ハ
ー
ト
、
寮
な
と
に
臼
ん
で
い

る
人
け
、
番
地
（
　
棟
－
口
々
、
糸
番

岩
な
と
）
を
よ
、
を
り
と
甫
ナ
h
（

（
オ
さ
い

　
減
免
の
申
請

　
身
体
障
害
者
、
そ
の
他
の
人
で
減

免
を
受
け
よ
う
と
ポ
る
か
た
は
、
1
1

月
　
レ
　
日
の
納
期
限
ま
て
に
、
自

動
中
税
事
務
所
か
県
税
事
務
所
に
申

消
を
し
て
く
た
さ
い
。

　
自
動
申
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
ば
、
目
向
県
税
事
務
所
（
健
②

四
　
四
八
）
ま
た
は
自
動
中
税
事
務

吐
川
　
（
般
O
L
几
八
一
几
i
ん
．
一
四
目
　
．
L
ハ

九
）
へ
と
う
そ
。

お
す
す
め
し
ま
す

交
通
災
害
共
済

　
交
通
災
害
共
済
と
は
、
交
通
事
故

に
よ
る
被
害
者
を
住
民
の
み
な
さ
ん

の
～
て
助
け
合
う
制
度
で
、
加
入
者

の
か
た
が
乃
．
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
と
き
、
H
ハ
済
金
を
給
付
7
6
る
制
度

て
す
。

　
加
人
を
さ
れ
る
と
っ
き
の
よ
う
な

と
き
に
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
①
乗
り
物
に
の
，
て
い
て
衝
突
、

接
触
、
転
落
な
と
に
よ
っ
て
受
け
た

災
害
の
場
合
。

　
②
乗
り
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ

か
れ
た
り
し
て
受
け
た
災
害
の
場

合
。　

③
道
路
通
行
中
に
、
建
造
物
あ
る

い
は
一
竹
物
か
倒
れ
て
き
た
り
、
建

物
の
一
か
ら
の
落
卜
物
に
よ
ノ
ぐ
受

け
た
災
害
の
場
べ
口
。
　
（
こ
の
場
合
は

そ
の
建
物
の
管
理
者
の
証
明
）

④
駅
構
内
の
乗
客
の
た
め
の
通
路

お
よ
ひ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
乗
客
の
通

行
一
の
不
慮
の
事
故
。
　
（
こ
の
場
合

は
駅
長
な
と
の
証
明
）

　
加
入
こ
希
望
の
か
た
は
、
4
1
環
境

保
全
課
（
市
役
助
西
側
別
館
　
階
）

ま
た
は
受
付
案
内
（
．
階
ロ
ヒ
ー
）

に
お
い
て
あ
る
「
交
通
災
害
H
二
刀
加

入
申
込
陛
」
に
必
要
事
項
を
記
人
し

て
、
環
境
保
↑
課
外
活
父
通
係
へ
お

申
し
込
み
く
尤
さ
い
。

　
　
あ
五
た
か
い

　
　
　
　
ご
寄
付

　
　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
き
の
か
た
か
た
か
ら
社
会
福
祉

事
業
寄
付
金
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
黒
不
て
つ
よ
（
籾
不
）
▽
信
藤

清
澄
（
広
見
）
▽
平
川
傅
巾
（
堀

方
）
▽
金
丸
英
（
i
岡
）
▽
河
野
友

久
（
本
宮
）
▽
d
藤
．
（
梶
本
）

▽
ウ
目
利
巾
（
奥
野
）
▽
坂
ロ
梅
香

〔
」
良
）
▽
林
川
　
男
（
曽
根
）

▽
節
賀
、
宇
（
存
縫
）
▽
　
二
一

（
ケ
縫
）
▽
後
藤
荘
占
〔
H
～
）

▽
片
山
丁
甲
茎
（
日
向
ム
ロ
）

　
　
　
　
　
以
一
四
月
分
て
し
た
。
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